
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「折り合い」は対話から生まれる 

校長 後藤 正美 

11 月３日の 150 周年式典の日に、青空児童会がマスコットキャラクターの投票を来

校者に呼びかけました。子供たちが考えた 10 の作品から、１つを選んで投票するので

す。当日には、稲田市長をはじめとする多くの来校者が１票を投じ、子供たちの事前

投票と合わせて記念キャラクターが決定することになります。ところが、結果は２つ

のキャラクター（写真左）が 98 票で同点となったのです。皆さんならどうしますか？  

見小っ子たちも悩みます。全校で決選投票をしようか、再度保護者投票をしようか、

議論は分かれます。ここで子供たちが出した結論は、「市長さんをはじめとする多くの

皆さんが投票した結果を大切にし、両方をコラボしたい。」というものでした。 

私は、子供たちのこの判断に拍手を送りたいのです。せっかくの投票結果は尊重す

べき、でも個々の作品も大切にしたい。そこで、作者の思いやアイデアを丁寧に聞き、

１つにするという納得解を導いたのです（写真右）。折り合いを付けたとも言えます。 

「令和」には、「人々が美しく心を寄せ合う中で文化が生まれ育つ」という意味があ

ります。子供たちが「心を寄せ合う」ことを、まさに姿で教えてくれました。悲しいニ

ュースが多い中、自己都合を優先しがちな大人こそ学ぶべき態度だと感じました。  

 

折り合いをつけるには「対話」が何より大切です。対話とは、加留部貴行氏によると

「話す」と「聴く」のかけ算とのことです（下表）。一番効果的な話し合いは、「話す５」

と「聴く５」の場合、つまり、一方的に主張するだけでは対話にならないことになりま

す。さらに、「聴す」という言葉があります。

これは「ゆるす」と読みます。「聴く」こと

で一番大切なことは、相手を許す心でしっ

かりと聴く、許し合う関係性が大切という

ことなのですね。どうぞ対話の多い冬休み

をお迎えください。 

２学期の多大なご支援とご協力に感謝申し上げ、皆様お揃いでよいお年を迎えられ

ますことを、心よりお祈り申し上げます。 
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ＨＰが新し

くなりまし

た。 

０＝０（聴く）×１０（話す）  

 ９＝１（聴く）× ９（話す）  

１６＝９（聴く）× ２（話す）  

２５＝５（聴く）× ５（話す） 
九州大学大学院  統合新領域学府       .  
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